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1969 年に、北アメリカ先住民カイオワの作家 N. スコット・ママディ (N. Scott Momaday) による『夜明けの家』


















第 3 章では特に、ママディの『夜明けの家』と、ラグーナ・プエブ、ロの女性作家レスリー・マーモン・シルコウ (Leslie













(Tomson Highway) の 2 つの演劇 『居留地姉妹Jl (The Rez Sisters, 1986) と『ドライリップスなんてカプス





























スポカーン/クール・ダレーヌの作家シャーマン・アレクシー (Sherman Alexie) の映画『スモーク・シグナルズ、』













なかでも先住民文化における言語と沈黙、そして発話の可能性の問題を扱った第 3 章と第 4 章の分析は秀逸である。





Gerald Vizenor と Louise Erdrich の諸作品を通し、先住民居留地の両面的な意味や、彼ら/彼女たちの広範な「移
動」という現象から、先住民たちにとっての「場所」の意味を論じた第 5 章においても、グローパリゼーション時代
におけるアメリカ先住民の微妙な位置づけといった斬新な視点が提起されている。
「イメージJ に関しては、とりわけ、 Sherman Alexie の脚本による映画を分析した第 6 章において、先住民のス
テレオタイプ化や、そのようなステレオタイプ化に抵抗・対抗する先住民たちの戦略などが精微に分析されている。
また本論文が、分析対象をこのように映像文化にまで押し広げている点は、先住民作家の多面的な活動の実態を浮き
彫りにするとともに、狭い意味での文学研究を乗り越える文化研究の可能性を本論文に与えている。
以上のように、本論文は博士(言語文化学)の学位論文として十分価値あるものと認められる。
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